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平成３０年 199６月定例会

富里市放置自動車の適正な
処理に関する条例を制定

コミュニティ助成事業補助金、消防団関係備品の増額を含め
一般会計補正予算1,290万6,000円を減額

　６月定例会は、６月４日から６月
21 日までの 18 日間で開かれました。
　市長から、議案９件、同意２件、
承認６件が提出され、それぞれ可決
しました。
　また、委員会提出議案が２件提出
され、それぞれ可決しました。
　一般質問は、９人の議員が行い、
市の諸問題について見解を求めまし
た。

● ６月定例会の議案と議決結果、議案の内容����������Ｐ２

● 常任委員会の活動から�������������������������������Ｐ２、３

● 一般質問�������������������������������������������������Ｐ４、５

● 特別委員会の中間報告�������������������������������������Ｐ６

● 政務活動費について����������������������������������������Ｐ６

● 次回定例会の予定、傍聴のご案内、編集後記�������Ｐ６

充実する子育て支援　【富里市こども館　葉山キッズ・ランド】
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公共施設に放置された自動車等の適正な処理について必要な事
項を定め、公共施設の機能を速やかに回復するとともに、地域
の美観の保持及び市民の快適な生活環境の維持を図るため、新
たに条例を制定するもの

議　案
８

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正
する省令が施行されたことに伴い、放課後児童健全育成事業におけ
る放課後児童支援員の資格要件の拡大等、所要の改正を行うもの

議　案
２

平成３０年度富里市一般会計補正予算（第１号）第三期ちば電子
調達システムの構築に係る債務負担行為の補正に係る補正予算

承　認
６

国等の上位法令が改正されたことにより、緊急を要したため、
条例の一部改正について専決処分したことの承認を求めるもの

承　認
１～４

地方税法等の改正に伴い、地域決定型地方税制特例措置の拡充、
市たばこ税の税率改正等、所要の改正を行うもの

議　案
１

歳入歳出それぞれ１，３１３万円を減額し、総額を１４３億２，６８７万
円とするもの

議　案
５

公職選挙法の一部改正に基づき、市議会議員選挙における選挙運動用
ビラ作成について公費負担の対象とするよう、所要の改正を行うもの

議　案
３

歳入歳出それぞれ１０４万２千円を減額し、総額を７億９，９６４万９千
円とするもの

議　案
６

国に対し、必要な教育予算を確保することを強く要望する意見書
を提出するもの

委員会提出
１

開発行為により整備された道路１路線を認定しようとするもの議　案
４

歳入歳出それぞれ１万３千円を減額し、総額を２７億３，２６８万円
とするもの

議　案
７

国に対し、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求める意
見書を提出するもの

委員会提出
２

議　案　の　内　容

固定資産評価審査委員会委員の坂田啓一氏が平成３０年６月９
日をもって任期満了となることから、同氏を再度選任するに当
たり、議会の同意を求めるもの

同　意
１

固定資産評価員を選任するに当たり、議会の同意を求めるもの同　意
２

付
託
委
員
会

結
　
　
果

市民クラブ 公明党 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

相
川
　
光
規

野
並
　
慶
光

岡
野
　
耕
平

田
口
　
勝
一

戸
村
喜
一
郎

高
橋
　
益
枝

猪
狩
　
一
郎

栗
原
　
恒
治

大
川
原
き
み
子

布
川
　
好
夫

江
原
　
利
勝

井
上
　
　
康

髙
橋
　
祐
子

中
間
　
幸
一

窪
田
　
　
優

櫻
井
　
優
好

鈴
木
　
英

柏
崎
の
り
子議案番号 件　　名

市長提出議案

承認第 1 号 専決処分の承認を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

○ ○ １７ ０

承認第 2 号 専決処分の承認を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

承認第 3 号 専決処分の承認を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

承認第 4 号 専決処分の承認を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

承認第 5 号 専決処分の承認を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

承認第 6 号 専決処分の承認を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

同意第 1 号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

同意第 2 号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 1 号 富里市税条例等の一部を改正する条例の制定について 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 2 号
富里市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について

文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 3 号
富里市議会議員及び富里市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 4 号 富里市道路線の認定について 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 5 号 平成３０年度富里市一般会計補正予算（第２号）
総務 
文教

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 6 号 平成３０年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 7 号 平成３０年度富里市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 8 号 富里市放置自動車の適正な処理に関する条例の制定について 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 9 号 平成３０年度富里市一般会計補正予算（第３号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出議案

委員会提出 
議案第 1 号 国における平成３１年度教育予算拡充に関する意見書について － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出 
議案第 2 号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について － 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ １５ ２

請願

請願第 9 号
「国における平成３１年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関す
る請願

文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

請願第 10 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 文教 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ １５ ２

６月定例会の議案と議決結果
総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会

全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数　継＝閉会中の継続審査

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　【継】＝前定例会以前からの継続案件

千葉県信用保証協会の保証付融資について制度改正されたこと
により、緊急を要したため、条例の一部改正について専決処分
したことの承認を求めるもの

承　認
５

議案第８号に係る関係経費について、歳入歳出それぞれ２２万４千
円を追加し、総額を１４３億２，７０９万４千円とするもの

議　案
９

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た

７
議
案
の
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と
、

市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
富
里
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
中
小
企
業
の
一
定
の
設
備
投
資
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
の
周
知

方
法
は
。
ま
た
、
本
市
内
の
対
象
と
な
る
中

小
企
業
数
と
先
端
設
備
導
入
計
画
認
定
数
の

目
標
値
は
。

答
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
で
あ
る
商
工

会
、
金
融
機
関
、
税
理
士
な
ど
に
対
し
て
連

絡
会
議
な
ど
を
開
催
し
、
制
度
の
周
知
を
図

り
ま
す
。
特
例
対
象
中
小
企
業
数
は
、
平
成

30
年
５
月
末
現
在
で
１
３
４
０
社
で
あ
り
、

認
定
数
は
年
間
10
件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
案
第
４
号
　
富
里
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

問
開
発
行
為
に
伴
う
七
栄
字
獅
子
穴
６
５
４

番
２
５
３
を
起
点
と
し
、
６
５
４
番
８
５
６

を
終
点
と
す
る
市
道
３
‐
０
２
３
４
号
線
の

道
路
認
定
に
当
た
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
状

態
と
流
末
排
水
に
つ
い
て
は
。

答
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
、
富
里
市
公
共
公
益
施

設
整
備
基
準
に
の
っ
と
り
、
中
間
検
査
等
を

踏
ま
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
流
末

排
水
に
つ
い
て
は
、
放
流
先
が
冠
水
の
問
題

箇
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、
開
発
事
業
者
と
も

慎
重
に
協
議
を
重
ね
、
雨
水
の
抑
制
を
徹
底

し
、
整
備
し
ま
し
た
。
県
道
成
田
両
国
線
へ

の
放
流
に
当
た
っ
て
は
、
成
田
土
木
事
務
所

常
任
委
員
会
の
活
動
か
ら

◆国における平成３１年度教育予算拡充に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

◆義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

と
協
議
を
行
い
、
冠
水
箇
所
へ
排
水
が
集
中

す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
区
域
外
排
水
の

整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

議
案
第
５
号
　
平
成
30
年
度
富
里
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

問
富
里
市
役
所
外
25
施
設
自
家
用
電
気
工
作

物
保
安
管
理
に
つ
い
て
、
一
括
入
札
に
よ
り

経
費
の
削
減
が
さ
れ
て
い
る
が
、
従
前
の
点

検
項
目
と
の
差
異
は
。

答
点
検
項
目
に
つ
い
て
は
、
従
前
と
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

問
街
路
整
備
推
進
事
業
に
お
け
る
補
償
補
填

及
び
賠
償
金
８
３
９
万
４
０
０
０
円
の
増
額

に
つ
い
て
、新
し
い
道
路
を
つ
く
る
に
当
た
っ

て
移
転
補
償
費
が
毎
回
増
額
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
　

答
既
存
の
資
料
等
を
も
と
に
、
当
初
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
が
、
建
物
内
に
入
り
補
償
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
増
額
計
上
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
調
査
に
つ
い
て
は
、
補
正

予
算
が
発
生
し
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

議
案
第
８
号
　
富
里
市
放
置
自
動
車
の
適
正

な
処
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
他
の
自
治
体
と
比
較
す
る
と
処
分
可
能
に

な
る
ま
で
の
期
間
が
長
い
印
象
で
あ
る
が
、

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た

３
議
案
の
審
査
、
請
願
２
件
の
審
査
、
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る

委
員
か
ら
の
質
疑
と
、
市
の
担
当
部
門
等
か

ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
２
号
　
富
里
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問
放
課
後
児
童
支
援
員
の
市
長
が
適
当
と
認

め
た
者
に
つ
い
て
と
は
。

答
支
援
員
の
認
定
資
格
に
つ
い
て
は
、
自
主

性
や
運
営
に
責
任
が
必
要
な
職
務
に
就
く
こ

と
か
ら
、
通
算
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験
が

資
格
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
若
い
支
援
員
の
参
加
状
況
や
期
待
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

条
例
の
検
討
経
過
は
。

答
迅
速
に
対
応
す
べ
き
と
い
う
考
え
が
あ
る

一
方
で
、
所
有
者
等
が
有
す
る
権
利
に
つ
い

て
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
法
の
規
定
等
を
参
考
に
期
間
を
決
定
し
ま

し
た
。

問
富
里
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
に
現
在
放

置
さ
れ
て
い
る
車
両
の
移
動
先
は
、
ど
こ
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
具
体
的
に
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
富
里

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
か
ら
近
距
離
の
市

有
地
で
保
管
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
案
審
査
終
了
後
、
所
管
事
務
調
査
実
施

の
内
容
に
つ
い
て
、
市
道
01-

０
０
７
号
線

答
募
集
し
て
も
集
ま
り
に
く
い
現
状
だ
が
、

対
象
も
広
が
り
、
若
い
方
の
発
想
な
ど
を
生

か
し
た
指
導
に
期
待
し
た
い
。

議
案
第
５
号
　
平
成
30
年
度
富
里
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

問
個
別
指
導
補
助
員
配
置
事
業
の
減
額
は
。

答
関
係
機
関
と
の
綿
密
な
連
携
を
図
り
、
調

整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

議
案
第
７
号
　
平
成
30
年
度
富
里
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問
成
年
後
見
事
業
の
増
額
と
当
初
の
見
込
み

状
況
に
つ
い
て
は
。

答
過
去
の
実
績
で
３
件
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

現
状
で
６
件
の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
年
度

末
ま
で
を
見
込
み
、
９
件
の
予
算
を
確
保
し

た
い
。

問
運
営
協
議
会
等
運
営
事
業
の
減
額
は
。

答
設
置
要
綱
の
条
例
化
に
伴
い
、
運
営
協
議

会
委
員
を
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
位
置
づ
け

た
こ
と
か
ら
報
償
費
か
ら
報
酬
に
組
み
か
え
、

差
額
に
つ
い
て
は
、
報
酬
の
減
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

請
願
第
９
号
　「
国
に
お
け
る
平
成
31
年
度
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関

す
る
請
願
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
、
委
員
か
ら
、
少
子
化
に
よ

る
自
然
減
以
上
に
職
員
配
置
が
減
ら
さ
れ
て

い
な
い
か
、
加
配
教
員
の
配
置
は
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
請
願
第
９
号
は
、
賛
成

全
員
に
て
採
択
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

請
願
第
10
号
　「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る

請
願
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
本
請
願
に
つ
い
て
も
、
教
育
の
機
会
均
等

と
水
準
の
維
持
向
上
、
地
方
財
政
の
圧
迫
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
で
あ
る
こ
と

か
ら
請
願
第
10
号
は
、
賛
成
全
員
に
て
採
択

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

獅子穴新市道認定の現地調査

現在の富里バスターミナル駐車場

若草児童館学童クラブ

富里市中部地域包括支援センター

所管事務調査として病児保育室「ピッピ」の現地調査

市道０１－００７号線関係所管事務調査

関
係
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
関
係
、
道
路

維
持
補
修
事
業
関
係
、
旧
洗
心
小
学
校
跡
地

利
活
用
関
係
に
つ
い
て
の
確
認
事
項
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
見
解
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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通
告
項
目
（
個
人
）

高
橋
益
枝

⑴
文
化
財
保
護
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

⑵
第
２
次
千
葉
県
自
殺
対
策
推
進
計
画
に
つ
い
て

⑶
公
共
交
通
に
つ
い
て

⑷
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

⑸
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
つ
い
て

江
原
利
勝

⑴
道
路
行
政
に
つ
い
て

⑵
「
民
泊
」
新
法
施
行
に
つ
い
て

⑶
観
光
行
政
に
つ
い
て

⑷
学
校
用
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て

⑸
旧
洗
心
小
跡
地
利
用
に
つ
い
て

⑹
消
防
に
つ
い
て

大
川
原
き
み
子

⑴
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⑵
市
民
生
活
に
密
着
し
た
移
動
手
段
の
交
通
網

整
備
に
向
け
て

⑶
教
育
行
政
に
つ
い
て

⑷
高
齢
者
福
祉
行
政
に
つ
い
て

⑸
ご
み
減
量
に
つ
い
て

猪
狩
一
郎

⑴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

⑵
子
供
会
に
つ
い
て

⑶
商
店
会
に
つ
い
て

⑷
単
身
世
帯
へ
の
対
応
に
つ
い
て

柏
崎
の
り
子

⑴
介
護
保
険
に
つ
い
て

⑵
東
海
第
２
原
発
に
か
か
わ
る
避
難
者
受
け
入

れ
に
つ
い
て

⑶
成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

中
間
幸
一

⑴
市
税
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

⑵
市
の
玄
関
口
、
富
里
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
道
路

状
況
に
つ
い
て

井
上
　
康

⑴
在
宅
療
養
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

⑵
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
待
機
児
童
に
つ
い
て

⑶
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
課
題
に
つ
い
て

⑷
市
内
児
童
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

⑸
市
役
所
敷
地
内
の
喫
煙
に
つ
い
て

髙
橋
祐
子

⑴
旧
岩
崎
家
末
廣
別
邸
に
つ
い
て

⑵
教
育
行
政
に
つ
い
て

⑶
第
三
工
業
団
地
に
つ
い
て

窪
田
　
優

⑴
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て

⑵
公
共
施
設
の
受
動
喫
煙
に
つ
い
て

一
般
質
問

※本文は質
問者自身の
原稿による
ものです。

『
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
に
つ
い
て
』

問
小
児
科
医
と
の
連
携
・
子
供
の
成
長
の
記
録

や
予
防
接
種
情
報
な
ど
を
自
分
専
用
の
母
子
健

康
手
帳
ア
プ
リ
導
入
に
つ
い
て
。

答
近
隣
市
の
状
況
等
参
考
に
し
検
討
し
ま
す
。

『
市
民
生
活
に
密
着
し
た
移
動
手
段
』

問
市
民
全
体
を
対
象
に
し
た
公
共
交
通
網
は
高

齢
者
の
利
用
が
多
い
実
態
か
ら
高
齢
者
に
焦
点

を
当
て
た
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
高
齢
者
と
い
っ
て
も
介
護
認
定
者
に
は
介
護

保
険
タ
ク
シ
ー
が
あ
り
、
介
護
認
定
の
な
い
方

は
介
護
タ
ク
シ
ー
が
使
え
ま
す
。
し
か
し
今
後

庁
内
で
横
断
的
に
連
携
し
、
そ
の
対
応
等
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
児
童
の
登
下
校
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
』

問
児
童
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
千
葉

市
の
「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
よ
う
な

住
民
の
皆
様
が
日
常
生
活
の
中
で
児
童
の
見
守

り
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
校
長
会
等
に
呼
び
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
校
長
会
議
に
お
い
て
児
童
の
登
下
校
の
安

全
・
防
犯
に
つ
い
て
、
地
域
の
多
く
の
皆
様
に

見
守
り
い
た
だ
け
る
よ
う
、
保
護
者
の
方
々
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
と
バ
ス
の
増
便

に
つ
い
て

傷
み
の
激
し
い
道

路
の
維
持
補
修
に

つ
い
て

市
民
生
活
に
密
着

し
た
移
動
手
段
に

つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
現
状
に

つ
い
て

増
便
は
困
難
な
状

況
で
す

部
分
的
な
実
施
な

ど
補
修
工
事
に
努

め
ま
す

高
齢
者
の
対
応
を

庁
内
で
横
断
的
に

検
討
し
ま
す

高
齢
者
の
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
運

営
し
て
い
ま
す

問

問

問

問

答

答

答

答

問
増
便
は
困
難
な
よ
う
で
す
が
、
現
在
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る

高
齢
者
が
こ
れ
か
ら
増
加
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
場
合
、
移
動
手
段
と
な
る
地
域
公
共

交
通
網
の
整
備
が
重
要
な
対
策
と
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
現
在
酒
々
井
行
き
の
最
終
便
は
市
役

所
発
午
後
２
時
28
分
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
高
齢
者
の
方

は
午
後
４
時
ま
で
の
と
こ
ろ
を
途
中
で
毎
回
帰

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
せ
め
て
も

う
１
便
あ
る
と
長
く
い
ら
れ
る
と
い
う
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
酒
々
井
発
最
終
便
が
午
後
３
時
５
分

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
も
う
１
便
遅
い

の
が
あ
れ
ば
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
早
急
に

と
は
言
い
ま
せ
ん
が
も
う
一
度
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
も
う
１
便
増
便
す
る
と
、
ど
の
く
ら

い
掛
か
り
ま
す
か
。

答
１
便
当
た
り
数
十
万
円
の
増
額
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
文
化
財
保
護
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

問
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
に
つ
い
て

答
平
成
28
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
と
し
て
策
定

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
地
域

の
文
化
財
及
び
そ
の
周
辺
を
総
合
的
に
保
存
・

活
用
等
を
図
る
と
と
も
に
地
域
の
文
化
財
の
防

災
方
針
・
防
災
体
制
等
を
確
立
す
る
た
め
、
文

化
庁
に
提
出
し
た
策
定
計
画
に
の
っ
と
り
「
富

里
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

高
橋
益
枝

江
原
利
勝

大
川
原
き
み
子

猪
狩
一
郎

『
道
路
行
政
に
つ
い
て
』

問
市
道
01
‐
０
１
０
号
線
は
交
通
量
が
増
加
し

住
宅
側
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
対
応
は
。

答
路
側
帯
な
ど
安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

問
大
堀
か
ら
武
州
に
向
か
う
市
道
01
‐
０
１
１

号
線
は
、
以
前
に
拡
幅
要
望
が
提
出
さ
れ
、
国

庫
補
助
計
画
は
地
権
者
の
反
対
で
、
拡
幅
計
画

は
取
り
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
、

補
修
に
年
数
が
か
か
る
道
路
と
の
関
係
は
。

答
境
界
ま
で
の
拡
幅
補
修
工
事
等
に
努
め
ま
す
。

『
観
光
行
政
に
つ
い
て
』

問
親
善
大
使
、
ふ
る
さ
と
大
使
は
、
知
名
度
の

向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
で
富
里
市
の
拡
大
効

果
は
あ
り
、
提
案
し
ま
す
が
、
取
り
組
み
は
。

答
有
益
と
認
識
し
ま
す
、
由
来
の
あ
る
方
、
著

名
な
方
を
掘
り
下
げ
て
調
査
し
ま
す
。

『
消
防
に
つ
い
て
』

問
広
域
化
に
つ
い
て
建
物
、
備
品
、
経
費
な
ど

今
後
の
計
画
と
試
算
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
今
年
度
中
に
県
が
、
広
域
化
推
進
計
画
を
再

策
定
し
ま
す
、
状
況
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
。

『
旧
洗
心
小
跡
地
利
用
に
つ
い
て
』

問
今
後
の
取
り
組
み
と
課
題
に
つ
い
て
、
跡
地

利
用
は
簡
単
に
進
み
ま
せ
ん
が
検
討
は
。

答
庁
内
で
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

問
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
直
近
の
活

動
実
績
数
、
活
動
状
況
等
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
平
成
29
年
度
で
は
、
総
合
相
談
業
務
の
実
績

と
し
て
、
北
部
包
括
が
６
４
７
件
、
中
部
包
括

が
１
７
６
０
件
、
南
部
包
括
が
１
０
７
９
件
、

基
幹
包
括
が
２
１
０
８
件
、
合
計
で
、
５
５
９

４
件
で
し
た
。
相
談
内
容
の
主
な
も
の
は
、
介

護
相
談
・
介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
が
１
８
５

４
件
で
全
体
の
約
33
％
、
見
守
り
に
関
す
る
相

談
が
１
４
２
６
件
で
約
25
％
、
医
療
に
関
す
る

相
談
が
８
３
０
件
で
約
15
％
。
そ
の
ほ
か
、
医

療
機
関
と
連
携
し
た
健
康
・
介
護
予
防
の
講
座

や
、
警
察
と
連
携
し
た
詐
欺
防
止
・
消
費
者
被

害
防
止
の
講
座
、
認
知
症
家
族
交
流
会
等
の
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
事
業
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
今
後
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
推
進
策

に
つ
い
て
。

答
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
く
と

は
、
住
民
に
対
し
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

答
高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対
応

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
地

域
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
高
齢
者
が
気
軽
に

集
ま
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
体
操
な

ど
を
行
え
る
「
集
い
の
場
」
の
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

『
子
供
会
に
つ
い
て
』

問
子
供
会
の
現
状
は
。

答
平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
子
供
会
の
団
体

数
は
７
団
体
、
会
員
数
は
１
７
４
名
で
団
体
数

及
び
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

跡地の有効活用は

運転免許返納！乗れるかしら
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問
市
役
所
敷
地
内
も
、
全
面
禁
煙
が
当
然
で
は

な
い
で
す
か
。

答
喫
煙
さ
れ
る
お
客
様
を
考
慮
し
、
市
役
所
内

で
は
分
煙
の
た
め
の
喫
煙
施
設
が
あ
り
ま
す
。

問
喫
煙
者
が
吐
く
息
は
た
ば
こ
を
吸
っ
た
後
１

時
間
た
っ
て
も
発
癌
性
物
質
を
含
む
有
害
な
ガ

ス
を
拡
散
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
ず
、
市
民
に
模
範
を
示
す
意
味
か
ら
も
、

職
員
か
ら
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

職
員
が
就
業
中
、
禁
煙
に
で
き
な
い
正
当
な
理

由
は
あ
り
ま
す
か
。

答
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

『
在
宅
療
養
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
』

問
富
里
市
も
こ
こ
数
年
高
齢
化
が
顕
著
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
は
多
様
化
し
、

充
実
し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　
一
方
、
医
師
等
に
よ
る
訪
問
診
療
と
訪
問
看

護
の
ニ
ー
ズ
が
今
後
急
速
に
増
え
る
見
込
み
で

す
、
市
内
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
数
は
。

答
富
里
市
内
に
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は

一
つ
で
す
。
訪
問
診
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
自
宅
を
計
画
的
に
、
定
期
的
に
訪
問
し
、
治

療
や
経
過
観
察
、
急
変
時
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
、
在
宅
療
養
診
療
所
な
ど
が
、
富
里
市
内
に

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
、
で
き
る
限
り
努
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

答
地
元
、
医
師
連
絡
協
議
会
で
お
話
し
す
る
な

ど
し
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

『
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
、
課
題
へ
の
進
捗
は
』

問
寄
付
い
た
だ
く
金
額
と
、
控
除
さ
れ
る
金
額

の
差
は
平
成
29
年
度
の
収
支
が
２
０
６
５
万
円

と
の
こ
と
だ
が
、返
礼
品
の
さ
ら
な
る
工
夫
を
。

答
引
き
続
き
、他
市
町
を
研
究
し
検
討
し
ま
す
。

問
昨
年
策
定
し
た
「
富
里
市
校
舎
等
改
修
改
築

環
境
改
善
計
画
」
に
変
更
が
あ
る
か
。

答
平
成
30
年
度
を
予
定
し
て
い
た
エ
ア
コ
ン
の

設
置
、
日
吉
台
小
学
校
の
工
事
の
実
施
設
計
が

１
年
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

『
旧
岩
崎
家
末
廣
別
邸
に
つ
い
て
』

問
財
政
難
で
整
備
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
だ

が
、早
く
市
民
に
公
開
す
る
形
を
考
え
る
べ
き
。

外
だ
け
で
も
恒
常
的
に
公
開
す
る
考
え
は
。

答
駐
車
場
や
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
ま
で
は
、
特

別
公
開
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
安
全
な
見
学
、
建
物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

危
険
樹
木
の
伐
採
は
早
急
に
必
要
と
考
え
る
が
。

答
ご
指
摘
の
と
お
り
、
危
険
樹
木
を
伐
採
し
一

般
公
開
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。
近
々
に

対
処
す
べ
き
建
物
付
近
の
危
険
樹
木
の
伐
採
に

つ
い
て
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
作
業
に
必
要
な
機
械
等
の
購
入
に

つ
い
て
は
し
っ
か
り
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
必
要
な
経
費
は
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
富
里
の
歴
史
と
し
て
、
市
内
の
全
小
学
校
で

必
ず
一
度
は
見
学
、
学
習
し
て
活
用
す
べ
き
。

答
校
長
会
を
通
し
て
広
く
教
育
的
活
用
を
広
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

問
財
源
に
つ
い
て
、
国
の
交
付
金
以
外
に
も
、

寄
付
を
募
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
の
活
用
も
検
討
し
て
み
て
は
。

答
協
議
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
第
三
工
業
団
地
に
つ
い
て
』

問
企
業
誘
致
も
含
め
工
業
団
地
の
候
補
地
は
。

答
未
定
だ
が
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
拠
点
型
産
業
振
興
ゾ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
周
辺
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
「
富
里
市
学
校
プ
ー
ル
開
放
実
施
要
綱
」
第

４
条
は
「
対
象
と
な
る
団
体
は
、
地
域
の
児
童

・
生
徒
の
健
全
育
成
や
体
力
の
向
上
を
目
的
に

組
織
さ
れ
た
団
体
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
７
条
第
２
項
に
総
括
管
理
者
を
置
く
こ
と

と
さ
れ
、「
日
本
赤
十
字
社
水
上
安
全
法
救
助

員
又
は
日
本
体
育
施
設
協
会
水
泳
指
導
管
理
士

の
有
資
格
者
」
若
し
く
は
３
ヶ
月
以
内
に
普
通

救
命
講
習
を
修
了
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
要
綱
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
市
民
に
は
大

変
で
す
。夏
休
み
プ
ー
ル
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放
を
行
っ
て
い
る
所
は

全
国
的
に
は
３
割
ほ
ど
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
が
子
供
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
で
き
ま

せ
ん
か
。

答
施
設
は
学
校
教
育
活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
開
放
を
含
め

た
場
合
、
さ
ら
に
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
今
後
の
検
討
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

『
公
共
施
設
勤
務
者
に
お
け
る
喫
煙
』

問
職
員
は
休
憩
時
間
以
外
に
も
所
定
の
喫
煙
場

所
な
ら
喫
煙
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
そ
の
と
お
り
で
す
。

問
新
聞
に
よ
る
と
大
阪
府
で
、
喫
煙
の
た
め
勤

務
中
に
１
日
に
数
回
、
各
15
分
ほ
ど
繰
り
返
し

職
場
を
離
れ
２
年
間
で
約
４
４
０
回
、
１
０
０
時

間
以
上
職
場
を
離
れ
た
職
員
を
市
民
か
ら
の
通

報
に
よ
っ
て
大
阪
府
は
訓
告
処
分
と
し
ま
し
た
。

そ
の
職
員
は
依
願
退
職
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
た
ち
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
か
な
い
と

市
民
や
議
会
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

答
市
民
か
ら
疑
念
を
持
た
れ
る
行
動
は
暗
に
慎

む
べ
き
で
す
。
引
き
続
き
周
知
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
充
実
に
つ
い

て

市
税
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税

に
つ
い
て

市
役
所
の
敷
地
内

を
全
面
禁
煙
に
す

べ
き

公
約
の
エ
ア
コ
ン

設
置
が
先
送
り
、

市
長
の
お
考
え
は

プ
ー
ル
開
放
事
業

の
貸
し
出
し
状
況

事
業
の
必
要
性
と

将
来
を
見
据
え
た

検
討
を
し
ま
す

税

率

は

各

１
・

４
％
と
０
・
３
％

で
す

今
後
、
国
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が

ら
、
検
討
し
ま
す

今
は
財
政
の
健
全

を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

直
近
３
か
年
、
貸

し
出
し
は
あ
り
ま

せ
ん

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

柏
崎
の
り
子

中
間
幸
一

井
上
　
康

髙
橋
祐
子

窪
田
　
優

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
総
合
事
業
の
指
定
事
業
所
は

本
年
３
月
31
日
で
期
限
満
了
と
な
る
。
更
新
状

況
と
内
訳
に
つ
い
て
。

答
対
象
は
46
事
業
所
で
し
た
が
更
新
は
37
事
業

所
で
９
事
業
所
が
辞
退
し
て
お
り
ま
す
。

問
厚
生
労
働
省
調
査
に
よ
る
と
多
く
の
事
業
所

は
人
手
不
足
、
介
護
報
酬
引
き
下
げ
が
続
き
経

営
が
厳
し
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
９

事
業
所
の
辞
退
理
由
に
つ
い
て
。

答
利
用
者
が
見
込
ま
れ
な
い
が
６
事
業
所
、
事

業
所
廃
止
が
３
事
業
所
で
す
。

問
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
質
の
向
上

と
供
給
量
の
確
保
に
努
め
る
と
し
て
い
る
。
今

後
も
撤
退
、
廃
業
な
ど
あ
り
得
る
と
考
え
る
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
て
い
る
か
総
合

事
業
の
検
証
が
求
め
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

答
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
事
業
の

必
要
性
を
考
慮
し
将
来
を
見
据
え
た
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

問
特
養
老
人
施
設
の
待
機
者
は
、
現
在
44
人
と

の
こ
と
で
す
が
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
て
入

所
で
き
る
方
々
で
す
。
家
族
の
負
担
軽
減
、
重

症
化
予
防
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
関
係
機
関
と
連
携
し
短
期
入
所
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問
介
護
保
険
料
の
滞
納
罰
則
は
、
２
年
以
上
滞

納
す
る
と
原
則
１
割
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
３

割
負
担
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
65
才
以
前
の
滞
納

も
対
象
と
し
て
い
る
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
事
実
上
受
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
罰
則
で
あ
る
。

高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
周
知
に
つ
い
て
。

答
対
象
者
決
定
通
知
書
、
滞
納
措
置
に
つ
い
て

広
報
等
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
わ
か
り

や
す
く
見
や
す
い
も
の
に
心
が
け
ま
す
。

問
平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
課
税
区
分
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
各
税
額
は
。

答
土
地
が
６
億
８
１
４
７
万
８
０
０
０
円
、
家

屋
が
13
億
１
２
６
５
万
９
０
０
０
円
、
償
却
資

産
が
４
億
５
２
１
３
万
８
０
０
０
円
で
す
。

問
平
成
30
年
度
の
土
地
地
目
別
税
額
は
。

答
田
が
約
２
８
１
万
３
０
０
０
円
、
畑
が
約
２

８
０
４
万
５
０
０
０
円
、
宅
地
が
約
５
億
７
９

８
０
万
９
０
０
０
円
、
山
林
そ
の
他
の
合
計
が

約
７
０
８
１
万
１
０
０
０
円
で
す
。

問
市
税
の
（
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
）
の

時
効
は
。

答
法
定
納
期
限
の
翌
日
を
起
算
の
日
と
し
て
５

年
間
で
す
。
　

『
市
の
玄
関
口
、
富
里
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
道
路

状
況
に
つ
い
て
』

問
富
里
イ
ン
タ
ー
前
歩
道
橋
の
管
理
と
整
備
状

況
は
。

答
市
で
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
６

月
末
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

問
富
里
イ
ン
タ
ー
か
ら
日
吉
台
地
区
へ
の
道
路

（
市
道
１
‐
０
１
４
２
号
線
）
の
管
理
状
況
は
。

答
市
と
し
て

も
重
要
な
路

線
、パ
ト
ロ
ー

ル
等
に
よ
り

道
路
状
況
を

把
握
し
、
管

理
に
努
め
て

い
ま
す
。

富里インター前歩道橋
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再生紙を使用しています

委員長／相川光規　　副委員長／野並慶光　　委員／髙橋祐子、柏崎のり子、大川原きみ子、江原利勝

　
市
民
の
皆
様
に
議
会
の
動
き
を
正

確
に
、
そ
し
て
専
門
用
語
は
わ
か
り

や
す
い
解
説
を
設
け
る
な
ど
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
研
さ
ん
を
重
ね
一
人
で
も

多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
委
員
　
大
川
原
き
み
子
　
記
）

議会を傍聴しませんか

９月定例会は８月３０日（木）から開会予定です。
※議場は市役所本庁舎３階です。
※本会議の模様は市民課ロビー ( 市役所本庁舎１階 ) のテレビや日吉台出張

所のモニター、インターネット（ライブ・録画）でもごらんいただくこと
ができます。

※本会議の録画映像は、当該本会議の会議録が作成されるまでの間（おおむ
ね開催１週間後から２カ月）、市議会ホームページに掲載しています。

※政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な費用の一部として、議員に交付されるもので、月額 20,000 円交付され、使用しなかった費用は市へ

返納します。なお、富里市政務活動費の交付に関する条例の特例に関する条例が制定され、平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 4 月 29 日までの期間は交付額を
月額 20,000 円から月額 10,000 円に減額し、年額 120,000 円になりました。

議会報を読んで感じたことなど皆様
の御意見をお待ちしております。
また、議会報は市議会ホームページ
でもごらんいただくことができます。

〒286-0292
富里市七栄 652-1 富里市議会事務局
TEL:0476-93-6492  FAX:0476-91-3595

富里市議会ホームページ

http://www.city.tomisato.lg.jp/category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは左
のＱＲコードから
アクセスできます

ご意見・ご感想を
お寄せください！

平成29年度政務活動費の収支について報告します。 ※支出がなかった項目については、掲載を省略しています。

　
本
委
員
会
は
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
全
般
に
つ
い
て
具

体
的
項
目
に
関
す
る
調
査
研
究
を
す
る
目
的

で
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
種
々
検
討
・
討
議

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
６
月
定

例
会
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た

富
里
市
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
し
、
本
定
例
会
か
ら
議
員
18
人
全

員
に
よ
る
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
本
格

実
施
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
て
検
討

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
中
間
報
告
を
す
る
も

の
で
す
。

「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
印

刷
配
付
さ
れ
て
い
た
会
議
資
料
が
電
子
化
さ

れ
、
資
料
の
作
成
及
び
配
付
す
る
業
務
量
の

軽
減
や
、
印
刷
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
も
整

備
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
状

況
で
す
。

　
し
か
し
、
煩
雑
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操

作
や
、
会
議
シ
ス
テ
ム
へ
登
録
す
る
業
務
が

増
加
し
て
お
り
、
現
在
で
は
、
議
員
用
の
電

子
デ
ー
タ
資
料
と
執
行
部
等
の
資
料
及
び
追

加
的
な
紙
資
料
と
の
併
用
か
ら
な
る
準
備
に

負
担
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
議
員
だ

け
の
運
用
に
と
ど
め
ず
、
議
会
会
議
と
し
て

執
行
部
も
含
め
て
取
り
組
む
こ
と
が
有
効
で

あ
る
と
し
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
を
活
用
し
た

議
会
中
継
の
実
施
に
つ
い
て

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
議
会
中
継

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
12
月
定
例
会
か
ら

業
務
委
託
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
よ
り
簡
単
な
方
法
に
よ
る
視
聴
や
即

日
の
録
画
視
聴
が
可
能
と
な
る
無
料
動
画
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
会
議
映
像
を
配
信

す
る
こ
と
で
、
よ
り
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す

い
議
会
の
推
進
と
、
あ
わ
せ
て
議
会
経
費
の

削
減
が
図
ら
れ
る
と
し
て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
よ
る
議
会
中
継
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
す

る
も
の
で
す
。

次回定例会の予定
8/30
 
9/4

9/5
9/6

本会議（議案上程・
一般質問：会派）
本会議（一般質問：個人・決算
審査特別委員会設置・同委員会
付託）
本会議（一般質問：個人）
本会議（一般質問：個人・
議案質疑・委員会付託）

9/7
9/10
9/11
9/13, 
14,18,
19
9/28

本会議予備日
総務建設常任委員会
文教厚生常任委員会
決算審査特別委員会

 
本会議（委員長報告・質疑・ 
討論・採決）

　日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。

　詳細な日程は開会１週間前に決定しますので、市ホームページでご確認いただく

か、議会事務局に問い合わせください。

期間：平成２９年４月～平成３０年３月� （単位：円）
議席
番号 議員名 政務活動費

交��付��額 調査研究費 研修費 広報費 資料購入費 事務費 計 返還額
（24万円未満）

1 井上　康 240,000� 　 　 287,689� 　 40,820� 328,509� 　
2 髙橋祐子 240,000� 　 　 234,957� 　 40,820� 275,777� 　
3 窪田　優 240,000� 　 22,000� 149,292� 1,080� 40,820� 213,192� 26,808�
4 相川光規 240,000� 76,185� 　 56,000� 94,063� 40,820� 267,068� 　
5 野並慶光 240,000� 76,185� 　 56,000� 　 111,730� 243,915� 　
6 中間幸一 240,000� 　 　 　 47,136� 94,447� 141,583� 98,417�
7 柏﨑のり子 240,000� 　 　 366,651� 　 40,820� 407,471� 　
8 岡野耕平 240,000� 76,185� 　 56,000� 47,004� 132,172� 311,361� 　
9 田口勝一 240,000� 76,185� 　 56,000� 32,400� 84,320� 248,905� 　
10 戸村喜一郎 240,000� 10,230� 　 56,000� 95,148� 93,740� 255,118� 　
11 大川原きみ子 240,000� 76,316� 65,980� 　 48,684� 57,457� 248,437� 　
12 布川好夫 240,000� 76,316� 56,412� 　 61,554� 47,402� 241,684� 　
13 江原利勝 240,000� 76,316� 55,980� 　 67,656� 49,346� 249,298� 　
14 猪狩一郎 240,000� 10,230� 　 116,480� 69,492� 62,970� 259,172� 　
15 高橋益枝 240,000� 10,230� 　 56,000� 92,514� 124,854� 283,598� 　
16 栗原恒治 240,000� 76,185� 　 56,000� 40,956� 79,612� 252,753� 　
17 鈴木英𠮷 240,000� 　 　 　 48,678� 195,320� 243,998� 　
18 櫻井優好 240,000� 76,316� 　 　 92,928� 53,708� 222,952� 17,048�
　 計 4,320,000� 716,879� 200,372� 1,547,069� 839,293� 1,391,178� 4,694,791� 142,273�

編

集

後

記

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
特
別

委
員
会
中
間
報
告
（
抜
粋
）

（
委
員
長　

江
原　

利
勝)

議
　
員
　
表
　
彰

　
柏
崎
の
り
子
議
員 

（
議
員
25
年
）

　
高
橋
益
枝
議
員
　 

（
議
員
15
年
）

　
鈴
木
英
𠮷
議
員
　 

（
議
員
15
年
）

　
櫻
井
優
好
議
員
　 

（
議
員
15
年
）

　
長
年
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
、
振

興
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
功
績
に
よ

り
、
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

さ
れ
、
６
月
４
日
の
本
会
議
場
に
お

い
て
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

議会 ICT 化検討特別委員会


